
        

 

       

今年１１年目を迎えました「クリーン大作戦」

を福間小校区内８ヶ所で、実施いたしました。 

小・中学校夏休み期間中と云うこともあって、

家族ぐるみの参加者もあり、地域事業所の皆さん

を含め２５５名もの多くの皆さんに、ご参加いた

だきました。 

わずかな時間での清掃活動でしたが、お蔭さま

で私達の住む街並みは綺麗になりました！ 

各区の皆さん・地域事業所の皆さん、ご協力有

難うございました。 

（ふくま郷づくりの会 会長 岡田和憲） 

ご協力いただいた事業所のみなさん 
（順不同･敬称略） 

福岡ダイハツ販売株式会社 福津店 
株式会社ユーコー ユーコーラッキー福間店  

株式会社フルノ 
福津うみがめ保育園 

九州電力送配電株式会社 福間配電事業所 
九電ネクスト株式会社 福間営業所   

株式会社九電送配サービス 福間サービスセンター 
ＪＡむなかた 福間支店 

有限会社西村産業 
社会福祉法人福津市社会福祉協議会 

 

   

 

  

 

  

  

福間小校区に住むみなさん一人ひとりが「郷づくりの会員」です

 

 福間小校区地域活動がわかる

福間小校区に住むみなさん一人ひとりが郷づくりの会員です 

発行／ふくま郷づくりの会 会⾧ 岡田和憲 問合せ／福間郷づくり交流センター ふくまりん  
〒 811-3219 福 津 市 西 福 間 2-7-33 ☎ 72-1085 ✉sato-fukuma@cd.wakwak.com 

さ と 

小学校  
●主幹（古賀）42-0073  

＊下校時刻 3=11:45 頃  4=14:05 頃  
5=14:50 頃（水曜 14:35 頃） 

  6=15:40 頃 (水曜 15:20 頃) 
WEB サイト  
http://www.city-fukutsu.ed.jp/fukuma-e/    

 

＊予定は変更の可能性があります 

【カレンダー問合せ先】 

郷づくり  
●企画運営委員会 9:00～ ふくまりん 

☎72-1085  
●てんとうむし体操 

・花見公民館 9:30～10:30/11:00～12:00  
☎江野（090-7391-4033） 

・福間会館   14:00～15:00  
☎広渡（090-1875-7670） 

・本町区公民館 14:00～15:00 
☎谷岡（090-5722-2838） 

・大和町公民館 10:30～11:30 
☎春日（090-3198-5010） 

・西福間 1 公民館 10:30～11:30 
☎藤村（090-9076-2827） 

●子育てサロンわくわくひろば  
10:00～12:00 ふくまりん  

☎山口（090-6635-5396） 
●子育てサロンはなみ 

10:00～12:00 花見公民館  
☎福島（43-2137） 

●プレーパーク 
10:00～17:00 昭和公園  

☎佐伯（090-5080-3581） 
●不登校から育ちを考えるひなぎくの会 ひなぎく café 

13:00～16:00 ふくまりん 
☎大石（090-8399-0656） 

●ふくつ親と支援者の会ハッピークローバー こもれびすぽっと 
13:30～15:30 ふくまりん 

☎西元（090-7459-8222） 
●海岸松林保全活動（西福間） 

8:00～9:00 ビーチハウス前 
☎廣渡（090-9798-5829） 

●海岸松林保全活動（花見） 
9:00～11:00 花見の里 

☎平木（090-4999-6393） 
青谷（090-1873-1960） 

●安全安心部会会議 
19:00～20:00 ふくまりん  

☎宮田（090-3011-4288） 
●広報部会会議 

19:30～21:00 ふくまりん  
☎72-1085 

●ミニバス説明会 
14:00～15:30 ふくまりん  

☎72-1085 
WEB サイト   
https://wagamachi.city.fukutsu.lg.jp/fukuma/ 

中学校  
●地域連携主任（木原）42-1124  

＊完全下校 18:30（5 時間授業の日 17:30） 
WEB サイト  
https://www.city-fukutsu.ed.jp/fukuma-j/ 
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福間中学校では、生徒

たちが松林の清掃など地

域の活動や地域ボランテ

ィアを行っています。 

今後も、時代や地域のニーズに応じてスピード感をも

って進めていくためには、これまでのやり方にプラスし

て新たな方法が必要だと感じてきました。 

そこで、今年５月に生徒主体の「地域活動推進委員

会」の立ち上げを全校生徒に呼びかけたところ、すぐに

十数名の生徒が希望して集まってくれました。 

今は、「ＣＳ委員会」と組織名を変更し、毎日のように

会議をしたり、いろいろな取組に参加してくれる人を校

内放送や教室をまわって募集し、その活動内容の説明を

してくれています。 

ＣＳ委員の活躍で、地域の方々との交流や新たな活動

に生徒個々人が主体的に参加できています。 

（福間中学校 校長 清水光朗） 

 

 
 
 
 
 
 

スマホ教室で、機能を教える

のは難しかったけれど、皆さん

の楽しそうな様子を見て、自分

も数えることができました。 
 

              こやま ひなた 

（委員長 小山緋月） 

この委員会の活動を通

じて、地域の皆さんと交

流を深めたり、共に喜び

を分かち合える機会を考

えていきたいです。  
        

          いわくま みろ 

（委員長 岩熊心良） 


